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427　　　 PCR−SSCP法を用 い た、　 HTLV−1母児感染

に お け る Subtype の 検討
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［目的】HTLV−1（human　T−cell 　 leukemia　virus ）

は 、retrovirus の
一

種で あ り、ATL（adult 　T℃ ell

leukemia）の 原因と して知 られ 、 特に九州、沖縄

地 方で 多数の キ ャ リア の 存在が確認されて い る 。

近年 、PCR−SSCP法 （polymerase 　chain 　reaction

−
single 　 strand 　 conformation 　 polymorphism ）の

技術 に よ り容易に DNA 内の 塩基配列の 違い を検索

する こ と が可能とな っ た 。 こ の方法を用 い て母児

の末梢血 リン パ球中H皿 V−1プ ロ ウイル ス DNA で の

塩基配列の 変化を観察 し た 。

［方法］当院、沖縄県お よび鹿児 島県の 病院 よ り

提供い ただ い た 、抗HTLV−1抗体陽性 と診断さ れ た

母親 とそ の 家族計 15家系53入 よ り末梢血を採取 し

、 分離した リン パ 球 よりDNA を抽 出 した 。 こ の DN

A を、HTI．V−1の LTR 〔10ng　terminal 　repeat ）領域

をプ ラ イ マ
ーとして PCR を行な い 、さ ら に SSCP法

で検討した 。

［成績］　 12家系で 母児 とも に PCR 陽性 と な っ た

。 さ らに こ れ らの検体に SSCP法を行な っ た と こ ろ

、8 家系で は、母児間の パ ターン の
一

致を見た。

し か し、4 家系では 、母児 間 の パ タ
ー

ン は
一致 し

て い なか っ た 。

［結論］SSCPの パ ターン の 不
一

致は、母児間で 異

な っ た タイ プ の ウ イ ル ス が感染 し て い る こ と を示

す 。 また、症例中に 、断乳 を行な っ て い た児 へ 感

染 も確認され てお り 、 こ れ らの 結果よ り経母乳以

外の 感染経路の存在が示唆 された。今後、さ ら に

症 例を追加 し、検討す る こ とによ っ て、分子 レ ベ

ル か ら感染経路を明ら か に し 、｝ffLV−1の 感染防止

に 貢献で き る も の と考 えて い る。

〔目 的〕臍帯血 リン パ 球 の Human 　T − lymphotropic

virus 　type　I（HTLV − 1）provirus 　DNA の 検出 に よ

り ， HTLV − 1の 母児感染 に は胎 内感染 が あ る こ と

が 示 唆 さ れ て い る （そ の 頻度 は 約 7％ ） が ， そ の 様

式は 不 明で あ る 。 HTLV − 1 の 感染は 一般 に リ ン パ

球 か ら リ ン パ 球へ と お こ る が
， 妊娠中 は 母児血 が

混 じ りあ う量 は少な い 。そ こ で ，常に 母体血 に 晒

され て い る胎盤絨 毛を経由 して の HTLV − 1母児感

染の 可能性を み た 。〔方法〕HTLV − 1 キ ャ リ ア 妊婦

が 娩出し た 正 期産胎盤 11例の 絨毛組織を 妊婦の 同

意 の もとに 採取 し， 充分洗浄後，Explant 法 に て 培

養 し，そ の 後 単層細胞 と し， 3 代継代篌 の 絨 毛 細

胞を得 た 。 そ れ らを用 い て ，  絨毛細 胞上の HTL

V − 1抗原発現 の 有無を GIN − 14（HTLV − 1に対する

monoclonal 抗体 ）を用 い た 酵素抗体法で み た。　 GI

N − 14反 応例 に は PKK − 1（⊥皮細胞 cytokeratin に

対 す る monoclonal 抗 体 ） を 用 い て ， 2 重染色 を 行

っ た 。   nested 　double　PCR 法 に て ，絨毛細胞 DNA

内の HTLV − I　provirus 　DNA の有無をみ た 。 Con むr

ols と して ，　HTLV − 1陰性 の 妊 婦 の 胎 盤 を 用 い た 。

〔成績〕  HTLV − 1キ ャ リア 妊婦が娩 出 した 胎盤 11例

中，4 例 （36％）の 絨毛細胞 で GIN − 14に 対す る 陽

性所見 が 得 られ た。うち 2例 で は GIN − 14，　PKK −1

の 二 重染色陽性細胞 がみ られ た 。   酵素抗体法で

GIN − 14，　 PKK 一ユ共 に 反応 した 2 例 の 絨毛細 胞で ，

HTLV − l　provirus 　DNA が 検出された 。   Contro

lsは，　 GIN − 14に 対す る酵素抗体法 ，
　 PCR 法共 に 陰

性 で あ った 。 〔結 論〕  HTLV − 1の 胎内感染に は 胎

盤絨毛細胞 を経 由 して の 感染があ る こ と が 示 唆 さ

れ た 。  膀 帯血 リ ン パ 球 の 方 が 胎盤絨 毛細胞 よ り

HTLV −1 感染率が 低 い こ とか ら，胎盤局所 で の 感染

防御機構 が あ る こ と が 示唆 さ れ た 。
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